
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おねがい 
 

◇各家庭につきぞうきん２枚、ティッシュ１箱のご協力をお願いします。 

 各クラブにカゴと名簿を用意していますので、〇をつけてください。 

 

◇降所時、クラブへ忘れ物をするケースが増えています。職員も忘れ物がないか確認

するようにしておりますが、お迎えに来られた方がお子さんと最後確認を行ってから

降所するようお願いします。また、忘れ物があった際には基本的にセンターから連絡

はしません。お手数ですが、19時までに取りに来てください。 

 

 

やかた便り 
  あすなろこどもセンタークラブ情報紙 

令和４年 10月 3日 第 7号 

10 

 

月 
予定 

１０月２４日 避難訓練 

１０月２６日 やりたいことやっちゃおうでぃ 

「ハロウィンパーティー」 

「カプラタワー」 

「墨に十色あり」 

 

  

 ９月も終わろうとする秋晴れのある日、東京で安倍元首相の国葬が執り行われました。いろいろな意見があっ

た中、日本のみならず世界中から葬儀に参列者が集まりました。驚いたのは、一般の国民による自主的な献花の

列が長く続いたことです。報道によると、列に並んでから献花するまで、最長５時間待ちの長い列が見られたそ

うです。 

 安倍元首相という人が、日本人の心の中にこれほど多くのものを残したからこその、長い列だったのだろうと

感じました。人が生きている間どう生きたかは、その人が亡くなったときにわかると言われます。ふだんなんと

なく生きている私でも、その生き方について少し考えさせられた一日でした。 

  私は昔、本気で書道をしていたことがありました。墨をすっていると不思議と心が落ち着いて、作品を作る時

間が、自分に戻ることのできる数少ない貴重な時間でした。墨はただ黒いだけと思われますが、実はとてもたく

さんの表情を持っています。黒と言っても薄墨と言われるやや灰色に近い墨、青っぽい風合いのある墨、力強い

黒い墨など多様な色を楽しむことができます。その色を活かしながら、作品を作り上げる様は、まるで人間社会

の縮図のようにも感じられます。 

 職場でも、学校でも、いろいろな個性を持って人が集まって、それぞれの社会をつくっています。誰一人とし

て同じ顔がないのと同様に、個性もまた十人十色です。学校時代は同じ色になることを求められる側面が多くあ

りますが、社会に出ると、今は特に個性を求められる時代です。 

  自分は人生の中でどんな色でその営みを彩っていくのか、それは一日一日の過ごし方、まさに今日の生き方が

その人の色を決めていくのかもしれません。私たちは日常の日々が、毎日永遠に続いていくとつい考えてしまい

ます。しかし、世界を見ても、日本の中でも、突然日常が途切れる可能性があることを、今では感じないわけに

はいきません。もし今日が人生最後の日だとしたら、もう少し生き方や考え方が変わってくような気がします。 

「今日一日を精いっぱい生きる」それが最近の私のマイブームでしょうか。とはいえ、凡人の私はつい忘れそう

になってしまい、「明日にしようか」とすぐ流されてしまいそうになります。そこで「やることはすぐやる」「明

日に持ち越さない」とできることから始めてみることにしました。 

 それにしてもこういうことにもっと若いときに気がつけば、私の人生はもっと変わっていたのでは？と思うの

は私の不徳のいたすところでしょう。現在学生の人、社会人ピカピカの若者、そして多くの親世代の方々、これ

からが長いですよ～。「よく生きて、自分の色をつくる人生を！」私はいつも応援しています。 

                            所長 杉 井 康 志 

 

 

 

オリオンクラブでカプラタワーをどこまで高

く積み上げられるか挑戦しました。倒れないよ

うに慎重に積み上げて、なんと天井まで到達！

何段積み上げられたのか数えてみると、ぴった

り 100 段になっていました。片づけの時間に

なった時、どうやって片づけるのかを見守って

いると、最後は体当たりをするようにしてタワ

ーを崩していました。片づけも自分たちで楽し

んでできました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 延期になっていたおたのし

み会を９月２２日（木）に開

催しました。その時の様子を

紹介します。 

遠足 
 ９月２６日（月）の小学校の運動会の振替休日は、午前中は東２

丁目公園へ散歩に行き、午後はプラ板つくりをしました。運動会

の疲れもありましたが、楽しい１日となりました。 

アンドロメダクラブはバスケゲーム、スライム作り、宝探しで

友だちをおもてなししました。まずは、アンドロメダで遊び、そ

こで出てくる改善点から準備を重ね、当日はこどもたちだけで友

だちを案内できていました。おもてなしをすることで友だちが喜

んでくれることがうれしかったようです。 

オリオンクラブではゲームコーナーと射的を行いました。こども

たち主導で発案、準備を進めいきました。こどもたちにとっては予

想していたより大盛況だったようであわてる様子もありましたが、

お互いに協力することで、スムーズに案内ができました。終わるこ

ろにはへとへとに疲れていましたが、成功したことに満足そうな表

情でした。 

 みんなで〇×ゲームをしたり、ダンスやサッカー、バドミントンなどそれぞれの遊びをしたりと楽しみました。中

でも虫探しに熱中する子が多く、普段なかなか見つけられないバッタを発見しては喜ぶ様子が見られました。 

 待ちに待ったお弁当の時間です。広い公園にシートを広げて食べるお弁当は格別。 

 好きな絵を描いてプラ板作り。絵を描いて楽しむだけではなく、トースターで焼くときに縮むのを見て、不思

議そうにしているこどもたちが印象的でした。できたプラ板はキーホルダーやマグネットにして嬉しそうに友だ

ちと見せあっていました。 

９月のやっちゃおうでぃは『○○リレー』３チー

ムに分かれ、風船リレー、フラフープリレー、おた

まリレーの３種目をしました。どの種目も簡単そう

で意外に難しく、悪戦苦闘しつつも次の友だちにつ

なげようと頑張る姿に応援も大盛り上がりでした。 

プラ板作り 


